
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21年  4月 16日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：天文学・天文学 
キーワード：光学赤外線天文学,天文,銀河,宇宙大規模構造,初期宇宙 
 
１．研究計画の概要 
本研究課題では、27’x34’という8m級望遠鏡

では他に例を見ないすばる望遠鏡の主焦点
全面を、波長4000-7000Åにおいて、分解能
λ/Δλ=30-50で観測できるグリズム分光装
置を開発し、これまで広帯域及び狭帯域フィ
ルターを用いて深い撮像観測が行われてい
る Subaru Deep Field (SDF) 、 Subaru/XMM 
-Newton Field (SXDF)、及びCOSMOS Fieldを
中心にスリットレス分光観測を行い、各領域
数万個と予想される輝線銀河を検出し、その
輝線から赤方偏移をΔz～0.01の精度で測定
する。このデータをもとに、赤方偏移z～
2.5-5に渡ってΔz～0.1のbinごとに輝線銀
河のクラスタリングを定量化し、バイアスパ
ラメータを空間スケールと時間（赤方偏移）
の関数として導き出す。 
 
２．研究の進捗状況 
 
平成 18 年度に波長 5500Å-7000Å用（赤

玉）、平成 19年度に波長 4000Å-5800Å用（青
玉）の二つのグリズム分光装置を製作した。
赤玉は平成 19年度に、青玉は平成 20年度に、
すばる望遠鏡につけて性能試験観測を行い、
所期の性能を実現できていることを確認で
きた。すばる望遠鏡主焦点の口径比(F)2.1と
いう明るい集光ビーム中で 27’x34’という広
視野に渡って波長分解能 50 レベルのグリズ
ムを完成させたのは、我々の知る限り世界最
初である。赤玉については平成 19 年度に最
初の本観測データを取得した。 
データ解析用のソフトウエアについては、

ST-ECFの ACS Groupによって開発された
aXe という無償ソフトの調査を平成 18 年度

に行ったが、独自にソフト開発を行う方がよ
いとの結論を得たので、平成 19 年度から独
自にソフト開発に取り組んだ。多数のスペク
トルの生画像を位置合わせの後加算処理し
て信号対雑音比を上げ、画像からスペクトル
を切り出して一次元表示をさせ、波長較正を
行う骨格部分についてはほぼ作り終えた。こ
の種のソフトの開発は我が国では初めての
ことであったので、予想よりは時間を要して
いるが順調に進捗している。 
 ハードとソフトの開発研究と平行してサ
イエンスの検討も進めた。赤方偏移 2付近に
ある星生成活動の活発な銀河(sBzK銀河）の
クラスタリング（密集度）や星質量、星生成
成率などの諸量を調べた。その結果、明るい
sBzK 銀河は巨大なダークハロー中にあるが、
暗い sBzK銀河とライマンブレーク銀河は比
較的小質量のダークハロー中にあること,ダ
ークハローの質量がその中にある銀河の星
質量や星生成率の上限値を決めているらし
いことなど興味深い性質を見いだした。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
天候の影響で試験観測が予定より遅れ、青
玉の製作が少し遅れたこと、およびソフトの
開発に予想より時間がかかっていることなど、
当初の予定通りに行かなかったことはあるが、
これは研究の遂行に伴う通常の不定性の範囲
と考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
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本年度前半までにソフトウエアを完成させ、
平成１９年度に取得したデータを解析して結
果を論文にまとめる。継続的にすばる望遠鏡
に観測プロポーザルを出して、観測を進める。 
本観測でどれだけのデータを取得できるか

は、プロポーザルの採否と天候に左右される
という問題があるが、それは天文学の観測研
究が普遍的に内包する問題であり、粛々と進
めるしかない。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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